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ASD のリスクのある幼児の 6 カ月齢（Sheinkopf ら）、15 カ月齢（Esposito ら）時の泣き

声 cry の音響分析を行った結果、低リスクの幼児と異なる面がみられた。特に、後に ASD

と診断された幼児でそれは顕著だった。まず、Sheinkopf らの研究を紹介する。 

 

 

 

表 3 からはリスク児の方が F0が有意に高く、その変動が大きい傾向がある。泣き声の振幅

の変動は小さい傾向があり、図では、後に ASD とされた幼児は、F0, F0 range, phonation に

関して、極端な値を示す傾向があることが分かった。 

 彼らは泣き声を痛みに関連するも

の、痛みとは無関係のものに分けてい

る。左の表 2 に分析した変数がある。

泣き声の基本周波数 F0 とその変動な

どがある（詳しくは論文を参照くださ

い）。痛みと関係のない泣き声では高

低リスク児に差がなかった。表 3 と下

図は痛み関連の泣き声の結果である。 

     F0                     F0 range                 Phonation 

Non-pain  Pain 



 

 

 以下は Esposito らの結果である。

左の表 1 は分析した separation 時

の泣き声の変数とその結果である。

泣き声の全体と最初の鳴き声に分

けて分析してある。全体では、高リ

スク児は F0 が有意に高く、持続時

間が有意に短い。最初の鳴き声で

は、高リスク児は F0, F0 Max が有

意に高いが、持続時間は有意に長

い。下の図は F0, Max F0, 持続時間

だが、後に ASD と診断された幼児

は極端な値を出していた。 

 これらの結果は、前ページの 6 カ

月齢の結果と比較的似ている。ま

た、『期待 77』で紹介した Oller ら

の LENA の論文では ASD では

squeal, SQ が多かった。その結果も 

ASD では F0 が高いことを示し

ており、それは ASD の安定した

特徴と考えられる。『期待 82』で

紹介した母音的音声の共鳴と、

泣き声の基本周波数 F0 は ASD

の早期の検出に有効かもしれな

い。 


